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発達障害を抱えた子へのキャリア発達支援（楽集クラブ 3・9・1） 

事業責任者： 廣澤 愛子（教育・人文社会系部門・准教授）

代表学生 ： 八木 咲乃（特別支援教育サブコース・4 年） 

概    要 発達障害児へのキャリア発達支援について

楽集クラブ 3・9・1は発達障害を抱えた子どもへのキャリア発達支援を行う活動であり，福井大学教

育実践総合センター教育臨床部門が主催している．活動では，①発達障害のある子どもが，自己

理解を深めると共に，社会性 (主体性・他者理解・協働性 )を身につけること，②発達的な

弱さを抱えた子どもを養育する保護者を支援し，保護者の育児負担感を軽減すること，

③特別支援教育や生徒指導･教育相談に携わることを目指す学生が，教師になった後も活

用できる，発達的･心理的課題を抱えた子どもへの専門的支援の在り方を身につけるこ

と，の 3 点を目的としている．本活動も丸 9 年を終え，成果が目に見えるようになった．

具体的には，各子どもがそれぞれの進路を見出し，また学生も専門性の基礎を身につけ

て教育現場で教師として活躍している．今後も本活動を通して，地域貢献（発達障害の

ある子どもへの支援と教職志望学生の支援力育成）を続けていきたいと考えている．

関連キーワード 発達障害児へのキャリア発達支援，保護者支援，教職志望学生の支援力育成

楽集クラブ 3･9･1 は，2011 年 4 月に始まった事業であり，今年で丸 9 年となる．発達的な弱さを抱えて

社会適応に困難が生じている子どもに居場所を提供し，SST をはじめとした様々な活動を

通して，“キャリア発達支援 ”を行い，同時に，この活動に係わる学生が特別支援教育の専門

性を身につけて，教職に携わることができるよう後方から支援することを目的とした療育

活動である．

【対象者及び対象地域】  

福井市近郊に住む，発達障害のある子どもとその保護者

【活動内容】

活動内容は，以下の6点に集約される．1) 一人一人の子どもの学習の進度に応じた，個別学習活動(→基礎

学力を培う)，2) 一人一人の子どもの自主性・創造性に委ねた自由活動(→主体性・自己決定力・自己肯定

感を培う)，3) 複数の子どもたちが協働して行う，集団活動(→自己主張と他者理解の両立，すなわち社会

性を培う)，4) 3)の活動を発展させた，遠方への体験学習や販売活動といった実践活動(→就労に直接つな

がる実践力を培う)，5)保護者への面談やアドバイス，さらに，医療機関や教育現場との連携，6)事前ミー

ティングと事後ミーティングを通して，特別支援教育志望学生が専門性に裏打ちされた係わりを習得

【活動日程及び活動回数】

第1週目を除く火曜日(16時30分～18時30分)の通常活動と，夏季・秋季・冬季に特別活動(半日～一日)を実

施．１年間を通して24回の活動を行った．

【成果】

1)子どものキャリア発達の促進に繋がる基礎学力・自己理解及び他者理解・他者との協働性の育成，2)学

生の教職専門性の獲得，3)保護者同士の支え合いを促す組織作り、の3点が成果として得られたが、2)につ

いては客観的なエビデンスはえられておらず、今後、研究として位置づけ精査していく予定である。
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事業名称:発達障害を抱えた⼦へのキャリア発達⽀援（楽集クラブ３・９・１）
事業責任者︓ 廣澤 愛⼦（教育・⼈⽂社会系部⾨・准教授） 代表学⽣︓ ⼋⽊ 咲乃（特別⽀援教育サブコース・４年）

令和元年度 地域貢献事業⽀援⾦

活動の目的

小集団療育活動を通して，発達的な弱さを抱えた学齢期児童
の社会性(自己理解・他者理解・協働性)を育成する

学生が実践を通して，特別支援教育や心理臨床の専門性に触
れ、専門性の基礎を身につける

事業内容

1) 各子どもの進度に応じた，個別学習活動

2) 子どもの自主性・創造性に委ねた，自由遊び活動

3) 子どもたちによる協働活動

4) 共同活動を発展させた実践活動(→キャンプや販売活動)

5) 保護者への面談・アドバイス，医療機関や教育現場との連携

6) 支援活動及び事前・事後会議を通して，学生の専門性習得を
後方から支援

活動の内容

キーワード： 発達障害児へのキャリア発達支援，特別支援教育志望学生の支援力育成、保護者支援

事業の成果と課題

1回2時間の小集団療育活動を月3回，以下の内容で実施

成果1)
子どものキャリア発達の促
進に繋がる，基礎学力・自
己理解・他者理解・協働性
の育成

成果2)
保護者の育児負担感を減
らすだけではなく、保護
者同士の支え合いが可能
となるような組織の成立

課題
学生の学びについて、客
観的なエビデンスが得ら
れておらず、今後研究と
して取り組むことが必要

以下の2点が成果、1点が
課題として、確認された

保護者への面談を通して、保護者の育児を後方から支援する


